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H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

2017年版オリジナルカレンダー
採用作品

特集

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

　　南瓜を３～４㎜の薄切りにする。
      ベーコンは１㎝に切る。
　　フライパンに油を熱し、ベーコンを炒める。
　　南瓜とコンソメ・水を加えて、柔らかくなるまで炒める。　
　　塩・こしょうで味を調え、パセリを散らす。

ビタミンＡ（β―カロテン）とビタミンＥは油と一緒に吸収さ
れやすい。ビタミンＣは南瓜のでんぷんに守られているた
め、熱に強い。焼いたり、炒める料理にしましょう。

南瓜に含まれるビタミンAは風邪、C型肝炎など感染症や
ガンといった免疫力低下によって発症する病気の抑制に効
果的であることで注目されています。

鍋に砂糖と水を入れ、カラメル色になるまで煮詰めたら、
熱湯を加えて色止めし、型に入れる。
南瓜の皮をむき、５㎜の薄切りにし、ラップをかけて、電
子レンジで５分加熱する。
ミキサーに　　と砂糖・卵・牛乳・バニラエッセンスを
入れ、なめらかになるまで混ぜる。
     を濾し器で濾しながら、型に入れる。
オーブンの天板に     を並べ、お湯を天板の半分まで注ぐ。
170℃に温めたオーブンで、25～30分焼く。

南瓜
ベーコン
油
コンソメ　

　

………………………４００ｇ
……………………４枚

………………………大さじ２
……………小さじ1/2

水
塩・こしょう
パセリ

………………………大さじ３
…………………少々

………………………少々

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

南瓜
砂糖
卵
牛乳
バニラエッセンス

　

……………………200ｇ
………………………50ｇ

……………………………2個
……………………200ml

……………少々

〈カラメルソース〉
砂糖　
水　
熱湯（色止め用）

　

　
…………………………60ｇ

…………………………大さじ２
………大さじ1.5

材料　　　　　　　　　（ココット型４個分）

作り方

作り方

１人当たりの栄養量

エネルギー：260kcal　たんぱく質：8.8ｇ　脂質：7.2ｇ　塩分：0.3ｇ

１人当たりの栄養量

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

南瓜とベーコンのソテー

南瓜プリン
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http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら
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エネルギー：231kcal　たんぱく質：4.5ｇ　脂質：14.1ｇ　塩分：0.5ｇ



■質問項目
Ｑ1：採用にあたっての感想　　Ｑ2：採用作品における撮影秘話やこだわり　　Ｑ3：今後撮影したい場所、被写体

■採　  用　●表紙 ４点　●各月12点　●合計16点
■応 募 者　●46名　　　
■応募点数　●139点
■月別件数　

JA役職員や関係者により応募の
審査会を行いました。

■審 査 基 準
●「東美濃の四季」のテーマにあっているか
●季節にあった農業が営まれている様子が
　うかがえるか
●JAらしさ・東美濃管内の景色であることが
　わかるか
●被写体が目を引く
　（行ってみたくなる）
　など

Ｑ1：とても嬉しいです。来年も頑張ります。
Ｑ2：遊びがてらたくさんの案山子を見に行き、主人に
　　 習いながら、逆光でバックに稲穂を入れたのがポ
　 　イントです。
Ｑ3：人物の被写体にもチャレンジしたいです。

楽しい休憩（恵那市笠置町）

小
縣 

鋭
子
さ
ん

　
　
（
中
津
川
市
坂
下
）

曽
我 
大
貴
さ
ん

　
（
中
津
川
市
福
岡
）

1月（15点） 2月（5点） 3月（4点） 4月（20点）
5月（14点） 6月（10点） 7月（6点） 8月（18点）
9月（21点） 10月（9点） 11月（10点） 12月（7点）

睦月
むつき

1月
如月
きさらぎ

2月

Ｑ1：感激しています。魅力ある作品作りに励みたいです。
Ｑ2：何度も足を運びイメージする作品が撮れるまで
　　 撮り続けています。
Ｑ3：自然の風景の中にある美。
　　（四季の移ろいの表情）

冬渓谷（中津川市付知町）

酒
井 

隆
行
さ
ん

　
　
（
中
津
川
市
福
岡
）

Ｑ1：毎年力を入れているので、採用されてホッとして
　　 います。
Ｑ2：付知川は「青川（あおかわ）」とも呼ばれます。この
　　 地方の美しい清流の１つで、この環境を後世
　　に残したいという思いを込め、撮影しました。
Ｑ3：誰もが感動する風景。

青川の恵み（中津川市付知町）

荻
山 

清
和
さ
ん

　
　
（
恵
那
市
大
井
町
）

Ｑ1：加子母の風景が採用され嬉しいです。
Ｑ2：雪煙のシャッターチャンス。
Ｑ3：加子母の四季。

雪景色（中津川市加子母）

梅
田 

周
作
さ
ん

　
（
中
津
川
市
加
子
母
）

Ｑ1：カレンダーを通して境内の空気を感じてもらえたら嬉し
　　　いです。
Ｑ2：一度下見と参拝に行き、後日改めて撮影にいきました。超
　　 広角レンズで広く撮影しているため見る人の視線散漫に
　　 ならないよう両端に狛犬を置いたのがポイントです。
Ｑ3：滅多に見れないような状況（気象条件や光の
　　 状態）や被写体を作品にしたいです。

雪化粧の神域（中津川市中津川）

Ｑ1：2年続けて表紙だったので、来年は月別表彰を目 
　　 指して頑張りたいです。
Ｑ2：水面に映すため田んぼに風がなく、鯉のぼりが
　　 泳いでいる時をねらって撮りました。
Ｑ3：冬の写真が撮りたいです。

鯉のぼりに見守られて（恵那市岩村町）

吉
村 

緑
さ
ん

　
　
（
中
津
川
市
福
岡
）

● 23 ● JAひがしみの

　当ＪＡでは毎年「ＪＡひがしみのオリジナルカレンダー」を作成しています。
　これは「東美濃の四季」をテーマに、郷土の自然や風物、地元ならではの行事などを写真
におさめることにより、撮影者も、また写真を見た方にもふるさとを再発見してもらうことを目
的としています。
　今回は入選者に聞いた採用作品の撮影におけるポイントや
こだわりを紹介いたします。

採用作品の紹介

表
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各相談日が掲載！
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か
る
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当
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A
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ッ
プ

裏面は
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《
最
優
秀
賞
》＝
三
宅
あ
や
子
さ
ん

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
デ
カ
か
ぼ
ち
ゃ
ゲ
ッ
ト
！！
」

● 45 ● JAひがしみの

　
　
Ｊ
Ａ
食
農
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
三
宅
さ
ん（
阿
木
）が
最
優
秀
賞

　Ｊ
Ａ
岐
阜
中
央
会
は
こ
の
ほ
ど
、農
村
の
生
活

文
化
の
魅
力
を
写
真
を
通
し
て
表
現
す
る「
第
１０

回
Ｊ
Ａ
食
農
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
、三
宅

あ
や
子
さ
ん（
中
津
川
市
阿
木
）の
作
品
が
平
成
28

年
度
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
農
村
風
景
」を
テ
ー

マ
に
募
集
し
、計
89
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。三

宅
さ
ん
の
作
品「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た
デ
カ
か

ぼ
ち
ゃ
ゲ
ッ
ト
！！
」は
子
供
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
を
捉
え
、次
代
に
つ
な
が
る
農
村
風
景
を
う
ま

く
切
り
取
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】＝
大
坪
治
光
さ
ん（
中
津
川
市
駒
場
）

【
優
良
賞
】《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局
賞
》＝
曽
我
大

貴
さ
ん（
中
津
川
市
福
岡
）、《
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連

賞
》＝
三
宅
守
さ
ん（
恵
那
市
大
井
町
）

卯月
うづき

4月

皐月
さつき

5月

弥生
やよい

3月

水無月
みなつき

6月

文月
ふみつき

7月

神無月
かんなづき

10月

葉月
はづき

8月

霜月
しもつき

11月

長月
ながつき

9月

師走
しわす

12月

■採用作品の紹介
2017年版カレンダー採用作品 紹介特 集

原 

秋
男
さ
ん

　

　（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：圃場は大変長く奥行きがあり、天場の雰囲気を出 
　　すのにいいです。寒天のメインである天出しの終
　　り頃を担い、生天が並び、雰囲気ができたと思い
　　ます。
Ｑ2：寒天の里の雰囲気を出すところ。
Ｑ3：紅葉または人の決定的瞬間。

寒天の里（恵那市山岡町）

春
日
井 

克
英
さ
ん

　

  （
恵
那
市
山
岡
町
）

Ｑ1：久しぶりに採用されて嬉しいです。
Ｑ2：籾殻の燃える青い煙ときざんだ藁（わら）が重る
　　ところです。
Ｑ3：恵那山頂・笠置山頂の朝夕の太陽。

秋終い（中津川市駒場）

林 

善
彦
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：過去５回採用してもらい、嬉しく思っています。
Ｑ2：たまたま通りかかった時の景色が印象的で、
　　シャッターを切ってみました。
Ｑ3：登山が支流ですので、山の魅力。

収穫後の美（中津川市加子母）

宮
下 

公
彦
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：同一場所の作品がたくさんの応募がある中選ばれ
　　て驚いています。
Ｑ2：被写体の範囲をどれだけにするか悩み、気動車
　　をどの位置でシャッターを押すかも苦労しま
　　した。
Ｑ3：自然と生活の対話のある写真を強調する
　　もの。

田園アート（恵那市山岡町）

小
縣 

吉
郎
さ
ん

　
（
中
津
川
市
坂
下
）

Ｑ1：嬉しかったです。家族が「おめでとう」「やっと採
　　用されたね」と言ってくれました。
Ｑ2：つぼみの頃から幾度なく足を運び、一面に咲
　　きほこった日を狙いシャッターを押しました。
Ｑ3：「日本一の田園風景」の春夏秋冬を撮影し
　　 残したいです。

花菖蒲園（恵那市岩村町）

神
谷 

只
雄
さ
ん

　
（
恵
那
市
岩
村
町
）

Ｑ1：同じ場所で10数年田植えの写真を撮っています。保護
　　 者の方のポーズが上手く取れて良かったです。
Ｑ2：いつもは畔道から撮影のみでしたが、今回は高台か
　　　ら撮影しました。保護者の方の苗なげポーズが
　　　素敵でした。
Ｑ3：恵那山の雪山と星の写真を撮りたいです。

田植風景（中津川市坂下）

大
坪 

治
光
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：とても嬉しく思います。
Ｑ2：トンボが上手く入るよう撮影しました。
Ｑ3：文化財。

豊作の羽音（恵那市三郷町）

小
林 

久
司
さ
ん

　
（
恵
那
市
三
郷
町
）

Ｑ1：感動と感謝です。
Ｑ2：お地蔵様のあるお寺の先生が、「お地蔵さまは撮影
　　されると喜びます」と話を聞き、お地蔵様がやさし
　　い顔で見守っている姿を写真にした１枚です。
Ｑ3：季節感。動きのある風景、スナップ。

健康と豊作を祈る（中津川市阿木）

吉
田 

和
正
さ
ん

　
（
中
津
川
市
付
知
町
）

Ｑ1：地元の多くの方に見てもらえて嬉しいです。
Ｑ2：桜、花桜につつじの花が一斉に咲き、今話題の城
　　 ブームで訪れる人を入れました。
Ｑ3：変わり行く我が街「中津川」。

春らんまん（中津川市苗木）

小
澤 

敏
夫
さ
ん

　
（
中
津
川
市
苗
木
）

Ｑ1：採用されて光栄に思います。
Ｑ2：早春で彩りが無い風景なのでアングルに気を
　　 遣いました。
Ｑ3：四季の彩り有る景色。

田起こし（中津川市付知町）

おめでとう！おめでとう！
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す
る「
第
１０

回
Ｊ
Ａ
食
農
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
、三
宅

あ
や
子
さ
ん（
中
津
川
市
阿
木
）の
作
品
が
平
成
28

年
度
の
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　「あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
農
村
風
景
」を
テ
ー

マ
に
募
集
し
、計
89
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。三

宅
さ
ん
の
作
品「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た
デ
カ
か

ぼ
ち
ゃ
ゲ
ッ
ト
！！
」は
子
供
の
生
き
生
き
と
し
た
表

情
を
捉
え
、次
代
に
つ
な
が
る
農
村
風
景
を
う
ま

く
切
り
取
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

【
優
秀
賞
】＝
大
坪
治
光
さ
ん（
中
津
川
市
駒
場
）

【
優
良
賞
】《
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
局
賞
》＝
曽
我
大

貴
さ
ん（
中
津
川
市
福
岡
）、《
Ｊ
Ａ
岐
阜
厚
生
連

賞
》＝
三
宅
守
さ
ん（
恵
那
市
大
井
町
）

卯月
うづき

4月

皐月
さつき

5月

弥生
やよい

3月

水無月
みなつき

6月

文月
ふみつき

7月

神無月
かんなづき

10月

葉月
はづき

8月

霜月
しもつき

11月

長月
ながつき

9月

師走
しわす

12月

■採用作品の紹介
2017年版カレンダー採用作品 紹介特 集

原 

秋
男
さ
ん

　

　（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：圃場は大変長く奥行きがあり、天場の雰囲気を出 
　　すのにいいです。寒天のメインである天出しの終
　　り頃を担い、生天が並び、雰囲気ができたと思い
　　ます。
Ｑ2：寒天の里の雰囲気を出すところ。
Ｑ3：紅葉または人の決定的瞬間。

寒天の里（恵那市山岡町）

春
日
井 

克
英
さ
ん

　

  （
恵
那
市
山
岡
町
）

Ｑ1：久しぶりに採用されて嬉しいです。
Ｑ2：籾殻の燃える青い煙ときざんだ藁（わら）が重る
　　ところです。
Ｑ3：恵那山頂・笠置山頂の朝夕の太陽。

秋終い（中津川市駒場）

林 

善
彦
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：過去５回採用してもらい、嬉しく思っています。
Ｑ2：たまたま通りかかった時の景色が印象的で、
　　シャッターを切ってみました。
Ｑ3：登山が支流ですので、山の魅力。

収穫後の美（中津川市加子母）

宮
下 

公
彦
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：同一場所の作品がたくさんの応募がある中選ばれ
　　て驚いています。
Ｑ2：被写体の範囲をどれだけにするか悩み、気動車
　　をどの位置でシャッターを押すかも苦労しま
　　した。
Ｑ3：自然と生活の対話のある写真を強調する
　　もの。

田園アート（恵那市山岡町）

小
縣 

吉
郎
さ
ん

　
（
中
津
川
市
坂
下
）

Ｑ1：嬉しかったです。家族が「おめでとう」「やっと採
　　用されたね」と言ってくれました。
Ｑ2：つぼみの頃から幾度なく足を運び、一面に咲
　　きほこった日を狙いシャッターを押しました。
Ｑ3：「日本一の田園風景」の春夏秋冬を撮影し
　　 残したいです。

花菖蒲園（恵那市岩村町）

神
谷 

只
雄
さ
ん

　
（
恵
那
市
岩
村
町
）

Ｑ1：同じ場所で10数年田植えの写真を撮っています。保護
　　 者の方のポーズが上手く取れて良かったです。
Ｑ2：いつもは畔道から撮影のみでしたが、今回は高台か
　　　ら撮影しました。保護者の方の苗なげポーズが
　　　素敵でした。
Ｑ3：恵那山の雪山と星の写真を撮りたいです。

田植風景（中津川市坂下）

大
坪 

治
光
さ
ん

　
（
中
津
川
市
駒
場
）

Ｑ1：とても嬉しく思います。
Ｑ2：トンボが上手く入るよう撮影しました。
Ｑ3：文化財。

豊作の羽音（恵那市三郷町）

小
林 

久
司
さ
ん

　
（
恵
那
市
三
郷
町
）

Ｑ1：感動と感謝です。
Ｑ2：お地蔵様のあるお寺の先生が、「お地蔵さまは撮影
　　されると喜びます」と話を聞き、お地蔵様がやさし
　　い顔で見守っている姿を写真にした１枚です。
Ｑ3：季節感。動きのある風景、スナップ。

健康と豊作を祈る（中津川市阿木）

吉
田 

和
正
さ
ん

　
（
中
津
川
市
付
知
町
）

Ｑ1：地元の多くの方に見てもらえて嬉しいです。
Ｑ2：桜、花桜につつじの花が一斉に咲き、今話題の城
　　 ブームで訪れる人を入れました。
Ｑ3：変わり行く我が街「中津川」。

春らんまん（中津川市苗木）

小
澤 

敏
夫
さ
ん

　
（
中
津
川
市
苗
木
）

Ｑ1：採用されて光栄に思います。
Ｑ2：早春で彩りが無い風景なのでアングルに気を
　　 遣いました。
Ｑ3：四季の彩り有る景色。

田起こし（中津川市付知町）

おめでとう！おめでとう！
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当
Ｊ
Ａ
山
岡
支
店
は
１１
月
６
日
、
恵
那
市
山
岡

町
で
開
催
さ
れ
た「
ち
ょ
っ
と
よ
り
ん
祭
」で
餅
つ
き

を
行
い
、
つ
き
た
て
の
餅
を
来
場
者
に
ふ
る
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
か
ま
ど
炊
き
を
し
た
地
元
の「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
支
店
で
地
域
と
の
親
睦
を
深
め
る

フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
、
米
の
消
費
拡
大

へ
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
は

黄
粉
と
ゴ
マ
を
用
意
し
、「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
岩
村
給
油
所
は
、
１１
月
６
日
、
恵
那
市

岩
村
町
で
さ
つ
ま
芋
掘
り
体
験
を
開
催
し
、
地
元

の
親
子
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
給
油
所
で
は
、
今
年
か
ら
３
ａ
の
耕
作
放
棄

地
を
利
用
し
て
約
1
0
0
0
本
の
さ
つ
ま
芋
を
栽

培
。
今
回
は
、
そ
の
畑
の
一
部
を
利
用
し
、
日
頃
の

感
謝
を
こ
め
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
み

な
が
ら「
食
」と「
農
」に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お

う
と
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
の
場
で
焼
き
芋
も
味
わ
い「
お
い

し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

祭りで米消費拡大
ＪＡ職員が餅つき

ゴルフコンペ開催
組合員・利用者と親睦深める

親子が収穫体験
耕作放棄地でさつま芋栽培

　
当
Ｊ
Ａ
恵
那
地
域
の
４
支
店
は
組
合

員
・
利
用
者
を
対
象
と
し
た「
同
Ｊ
Ａ
恵

那
地
域
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」を
１0
月
26

日
に
開
催
し
、
１
３
０
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
同
コ
ン
ペ
は
、
毎
年
Ｊ
Ａ
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て
、
組
合

員
・
利
用
者
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
開
催
。

今
年
度
の
総
合
優
勝
は
、
吉
村
正
司
さ

ん（
長
島
町
）で
し
た
。

さつま芋掘りをする子どもたち

当JA 細江専務より賞品を受け取る吉村さん（右） 餅を振る舞う職員

　
当
Ｊ
Ａ
は
１１
月
１3
日「
第
１2
回 

ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」

を
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
次
世
代
に
繋
げ
る
〜
ふ
る
さ

と
東
美
濃
の
特
色
あ
る
食
材
・
食
文
化
の
発
掘
〜
」。

地
元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
、
餅
投
げ
、

ま
た
女
性
部
や
食
農
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
企

画「
太
巻
き
寿
司
に
挑
戦
！
」で
は
50
組
の
親
子
が
20

メ
ー
ト
ル
の
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会
足
立
能
夫
会
長

は「
今
後
も
農
業
祭
を
通
じ
て
消
費
者
と
の
交
流
を
大

切
に
、
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
げ
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

※
経
営
コ
ン
ク
ー

ル
と
農
産
物
品
評

会
の
受
賞
者
は

「
農
旬
」（
Ｐ
１0
）で

ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
中
津
川
市
は
１１
月
４
日
、
市
民
の
特
定

健
康
診
査
及
び
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の

向
上
に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
同
市
で
行

い
、
当
Ｊ
Ａ
ら
４
つ
の
生
保
と
締
結
し
ま

し
た
。

　
協
定
で
は
、
市
民
が
検
診
を
積
極
的
に

受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
発
見
を
可

能
に
す
る
た
め
、
営
業
活
動
を
通
じ
て
検

診
を
呼
び
か
け
受
診
率
を
上
げ
よ
う
と
す

る
も
の
。

　
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
共
済
の
推

進
訪
問
活
動
を
通
じ
て
、
組
合
員
、
利
用
者

の
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
貢

献
し
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
海
４
県
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
１１
月
２
日
、
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で「
食
と
農
の
大
商
談

会
２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
し
た
。
各
県
の
Ｊ
Ａ
な
ど
１

０
３
団
体
が
、
バ
イ
ヤ
ー
に
自
慢
の
農
畜
産
物
や
加
工

品
を
売
り
込
み
ま
し
た
。
　
　

　
同
商
談
会
は
農
業
者
の
所
得
向
上
や
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
目
的
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
東
美
濃
ぽ
ろ
た

ん
、
栗
旨
豚
、
ひ
と
な
る（
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
）、
か
し
も

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
か
し
も
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。
全
品
目
試
食

を
行
い
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
評
価
が
高
く
、
大
き
な
Ｐ

Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

自
慢
の
特
産
物
を
P
R

東
海
４
県
の
Ｊ
Ａ
が
参
加

特定健診・がん検診等の受診率向上へ
中津川市と協定を結ぶ

第
１２
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

盛
大
に
開
催

実行委員らによるテープカット

餅投げに集まる来場者 太巻き寿司づくりを楽しむ参加親子 品評会に出品された野菜の展示即売

青山節児市長より協定書を受け取る当JA足立組合長（左）名古屋マリオットアソシアで開催された商談会

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
と
東

美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
１１
月
６
日
、

夏
秋
ト
マ
ト
・
な
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
最

終
回
と
な
る
第
７
回
を
中
津
川
市
の
中
山

間
農
業
研
究
所
中
津
川
支
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
塾
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
ト
マ
ト
や

な
す
の
栽
培
を
希
望
す
る
人
を
募
り
、

生
産
者
を
育
成
す
る
の
が
目
的
。
受
講

者
は
全
７
回
に
わ
た
っ
て
栽
培
や
収
穫
、

出
荷
を
実
践
的
に
学
び
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
技
術
を
習
得
し
た
り
、
新
た
な
目

標
作
り
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
閉
講
式
を
行
い
、
受
講
者
は

修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１0
月
24
日
、
28
日
同
Ｊ
Ａ
管
内
４
地

域
で
地
域
別
座
談
会
を
開
催
し
、
同
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
組
合
員
・
利
用
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
２
５

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
座
談
会
は
、
今
年
４
月
に「
改
正
農
協
法
」が

施
行
さ
れ
、
自
己
改
革
に
取
り
組
む
同
Ｊ
Ａ
に
対

す
る
意
見
、
要
望
を
組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
聞

き
、
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
合
併

以
来
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
地
域
に
信
頼
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
役
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
」と
訴
え
ま
し
た
。

信
頼
・
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を

組
合
員
・
利
用
者
と
座
談
会

トマトなすチャレンジ塾修了
新たな担い手育成

東美濃夏秋なす生産協議会市岡勝男副会長より修了証を受け取る塾生

意見交換を行った座談会
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当
Ｊ
Ａ
山
岡
支
店
は
１１
月
６
日
、
恵
那
市
山
岡

町
で
開
催
さ
れ
た「
ち
ょ
っ
と
よ
り
ん
祭
」で
餅
つ
き

を
行
い
、
つ
き
た
て
の
餅
を
来
場
者
に
ふ
る
ま
い
ま

し
た
。
ま
た
、
か
ま
ど
炊
き
を
し
た
地
元
の「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
ひ
と
め
ぼ
れ
」を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
同
支
店
で
地
域
と
の
親
睦
を
深
め
る

フ
ァ
ン
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
、
米
の
消
費
拡
大

へ
つ
な
げ
よ
う
と
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
は

黄
粉
と
ゴ
マ
を
用
意
し
、「
柔
ら
か
く
て
美
味
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
岩
村
給
油
所
は
、
１１
月
６
日
、
恵
那
市

岩
村
町
で
さ
つ
ま
芋
掘
り
体
験
を
開
催
し
、
地
元

の
親
子
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
給
油
所
で
は
、
今
年
か
ら
３
ａ
の
耕
作
放
棄

地
を
利
用
し
て
約
1
0
0
0
本
の
さ
つ
ま
芋
を
栽

培
。
今
回
は
、
そ
の
畑
の
一
部
を
利
用
し
、
日
頃
の

感
謝
を
こ
め
て
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
み

な
が
ら「
食
」と「
農
」に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
お

う
と
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
の
場
で
焼
き
芋
も
味
わ
い「
お
い

し
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

祭りで米消費拡大
ＪＡ職員が餅つき

ゴルフコンペ開催
組合員・利用者と親睦深める

親子が収穫体験
耕作放棄地でさつま芋栽培

　
当
Ｊ
Ａ
恵
那
地
域
の
４
支
店
は
組
合

員
・
利
用
者
を
対
象
と
し
た「
同
Ｊ
Ａ
恵

那
地
域
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」を
１0
月
26

日
に
開
催
し
、
１
３
０
名
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
同
コ
ン
ペ
は
、
毎
年
Ｊ
Ａ
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
運
動
の
一
環
と
し
て
、
組
合

員
・
利
用
者
と
親
睦
を
深
め
る
た
め
開
催
。

今
年
度
の
総
合
優
勝
は
、
吉
村
正
司
さ

ん（
長
島
町
）で
し
た
。

さつま芋掘りをする子どもたち

当JA 細江専務より賞品を受け取る吉村さん（右） 餅を振る舞う職員

　
当
Ｊ
Ａ
は
１１
月
１3
日「
第
１2
回 

ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」

を
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
テ
ー
マ
は「
次
世
代
に
繋
げ
る
〜
ふ
る
さ

と
東
美
濃
の
特
色
あ
る
食
材
・
食
文
化
の
発
掘
〜
」。

地
元
産
の
新
鮮
な
農
産
物
や
加
工
品
の
販
売
、
餅
投
げ
、

ま
た
女
性
部
や
食
農
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な
っ
た
企

画「
太
巻
き
寿
司
に
挑
戦
！
」で
は
50
組
の
親
子
が
20

メ
ー
ト
ル
の
太
巻
き
寿
司
づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
実
行
委
員
会
足
立
能
夫
会
長

は「
今
後
も
農
業
祭
を
通
じ
て
消
費
者
と
の
交
流
を
大

切
に
、
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
も
繋
げ
た
い
」と
話
し

ま
し
た
。

※
経
営
コ
ン
ク
ー

ル
と
農
産
物
品
評

会
の
受
賞
者
は

「
農
旬
」（
Ｐ
１0
）で

ご
紹
介
し
て
い
ま

す
。

　
中
津
川
市
は
１１
月
４
日
、
市
民
の
特
定

健
康
診
査
及
び
が
ん
検
診
等
の
受
診
率
の

向
上
に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
同
市
で
行

い
、
当
Ｊ
Ａ
ら
４
つ
の
生
保
と
締
結
し
ま

し
た
。

　
協
定
で
は
、
市
民
が
検
診
を
積
極
的
に

受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
発
見
を
可

能
に
す
る
た
め
、
営
業
活
動
を
通
じ
て
検

診
を
呼
び
か
け
受
診
率
を
上
げ
よ
う
と
す

る
も
の
。

　
当
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
共
済
の
推

進
訪
問
活
動
を
通
じ
て
、
組
合
員
、
利
用
者

の
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る
よ
う
貢

献
し
た
い
。」と
話
し
ま
し
た
。

　
東
海
４
県
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
１１
月
２
日
、
名
古
屋

マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
で「
食
と
農
の
大
商
談

会
２
０
１
６
」を
開
催
し
ま
し
た
。
各
県
の
Ｊ
Ａ
な
ど
１

０
３
団
体
が
、
バ
イ
ヤ
ー
に
自
慢
の
農
畜
産
物
や
加
工

品
を
売
り
込
み
ま
し
た
。
　
　

　
同
商
談
会
は
農
業
者
の
所
得
向
上
や
販
路
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
目
的
。
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も
東
美
濃
ぽ
ろ
た

ん
、
栗
旨
豚
、
ひ
と
な
る（
美
濃
コ
シ
ヒ
カ
リ
）、
か
し
も

ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
、
か
し
も
ト
マ
ト
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
、

ひ
が
し
み
の
カ
レ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。
全
品
目
試
食

を
行
い
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
評
価
が
高
く
、
大
き
な
Ｐ

Ｒ
と
な
り
ま
し
た
。

自
慢
の
特
産
物
を
P
R

東
海
４
県
の
Ｊ
Ａ
が
参
加

特定健診・がん検診等の受診率向上へ
中津川市と協定を結ぶ

第
１２
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭

盛
大
に
開
催

実行委員らによるテープカット

餅投げに集まる来場者 太巻き寿司づくりを楽しむ参加親子 品評会に出品された野菜の展示即売

青山節児市長より協定書を受け取る当JA足立組合長（左）名古屋マリオットアソシアで開催された商談会

　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生
産
協
議
会
と
東

美
濃
夏
秋
な
す
生
産
協
議
会
は
１１
月
６
日
、

夏
秋
ト
マ
ト
・
な
す
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
最

終
回
と
な
る
第
７
回
を
中
津
川
市
の
中
山

間
農
業
研
究
所
中
津
川
支
所
で
開
催
し
ま

し
た
。

　
同
塾
は
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
で
ト
マ
ト
や

な
す
の
栽
培
を
希
望
す
る
人
を
募
り
、

生
産
者
を
育
成
す
る
の
が
目
的
。
受
講

者
は
全
７
回
に
わ
た
っ
て
栽
培
や
収
穫
、

出
荷
を
実
践
的
に
学
び
、
一
歩
踏
み
込

ん
だ
技
術
を
習
得
し
た
り
、
新
た
な
目

標
作
り
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
閉
講
式
を
行
い
、
受
講
者
は

修
了
証
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
は
１0
月
24
日
、
28
日
同
Ｊ
Ａ
管
内
４
地

域
で
地
域
別
座
談
会
を
開
催
し
、
同
Ｊ
Ａ
役
職
員

が
組
合
員
・
利
用
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
２
５

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
座
談
会
は
、
今
年
４
月
に「
改
正
農
協
法
」が

施
行
さ
れ
、
自
己
改
革
に
取
り
組
む
同
Ｊ
Ａ
に
対

す
る
意
見
、
要
望
を
組
合
員
や
地
域
住
民
か
ら
聞

き
、
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
合
併

以
来
初
め
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
足
立
能
夫
組
合
長
は「
地
域
に
信
頼
さ

れ
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
、
役
職
員
が
一

丸
と
な
っ
て
自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
」と
訴
え
ま
し
た
。

信
頼
・
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
を

組
合
員
・
利
用
者
と
座
談
会

トマトなすチャレンジ塾修了
新たな担い手育成

東美濃夏秋なす生産協議会市岡勝男副会長より修了証を受け取る塾生

意見交換を行った座談会
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冬
至
は
一
年
で
最
も
昼
が
短
く
な
る
日
、

つ
ま
り
太
陽
の
力
が
最
も
弱
い
日
（
陰
が

極
ま
る
日
）
で
す
。
そ
れ
以
降
は
再
び
太

陽
の
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
一
陽
来
復
」
の
日
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
冬
至
は
日
が
復
す
る
始
ま
り
の
日
に
当

た
り
、
か
つ
て
は
冬
至
を
含
む
月
が
一
年

の
始
ま
り
で
し
た
。
日
が
強
く
な
り
始
め

る
と
運
気
も
上
昇
し
始
め
る
と
さ
れ
、
そ

の
日
に
「
ん
」
の
付
く
物
を
食
べ
る
こ
と

で
さ
ら
に
「
運
」
を
取
り
込
も
う
と
い
う

「
運
盛
り
」
と
い
う
風
習
が
今
で
も
各
地

に
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
南
瓜
（
な
ん

き
ん
＝
か
ぼ
ち
ゃ
）
、
蓮
根
（
れ
ん
こ

ん
）
、
人
参
（
に
ん
じ
ん
）
、
銀
杏
（
ぎ

ん
な
ん
）
、
金
柑
（
き
ん
か
ん
）
、
寒
天

（
か
ん
て
ん
）
、
う
ど
ん
（
う
ん
ど
ん
）

の
よ
う
に
、
一
つ
の
単
語
に
二
つ
「
ん
」

が
あ
る
食
べ
物
は
縁
起
が
良
く
、
こ
れ
ら

を
ま
と
め

て
「
冬
至

の
七
種

（
な
な
く

さ
）
」
と

呼
ぶ
こ
と

も
。

　
縁
起
担
ぎ
で
始
ま
っ
た
運
盛
り
で
す
が
、

冬
の
健
康
な
体
な
体
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
。
寒
い
冬
に
食
べ
物

か
ら
栄
養
を
取
る
こ
と
で
、
元
気
に
乗
り

切
ろ
う
と
い
う
昔
か
ら
の
知
恵
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。
「
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ

る
と
長
生
き
す
る
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
」

と
の
言
葉
通
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
に
は
免
疫
力

向
上
に
役
立
つ
カ
ロ
テ
ン
、
血
行
を
促
し

冷
え
を
緩
和
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
冬
に

取
り
た
い
栄
養
素
が
豊
富
。
本
来
、
日
本

で
か
ぼ
ち
ゃ
が
収
穫
さ
れ
る
の
は
夏
で
す

が
、
丸
ご
と
で
あ
れ
ば
冷
暗
所
に
置
い
て

冬
ま
で
保
存
で
き
る
の
で
、
緑
黄
色
野
菜

が
少
な
く
な
る
冬
場
の
栄
養
源
と
し
て
は

最
適
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
収
穫
後

追
熟
さ
せ
る
こ
と
で
、
で
ん
ぷ
ん
が
糖
に

変
わ
り
甘
味
が
増
し
て
お
い
し
く
な
る
た

め
、
食
べ
ご
ろ
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
。

定
番
の
煮
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
天
ぷ

ら
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
揚
げ
物
、
ス
ー
プ
、

サ
ラ
ダ
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
親
し
み
や
す
い

メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　
調
理
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
油
と
加
熱
す

る
こ
と
。
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
カ
ロ

テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
効
果
的
に
摂
取
で

き
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

　
皮
膚
の
水
分
や
油
分
が
蒸
発
し
て
カ
サ

カ
サ
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
乾
燥
肌
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
乾
燥
肌
に
な
る
と
、
皮
膚
が

持
っ
て
い
る
バ
リ
ア
機
能（
体
を
保
護
し
て

い
る
防
御
能
力
）が
失
わ
れ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
外
界
の
刺
激
に
極
端
に
弱
く

な
り
ま
す
。
健
康
な
肌
の
と
き
に
は
あ
ま
り

気
に
な
ら
な
か
っ
た
刺
激（
気
温
の
変
化
、

乾
燥
、
ダ
ニ
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
雑
菌
な
ど
）

に
過
敏
に
反
応
し
て
し
ま
い
、
痛
み
や
か
ゆ

み
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

で
き
た
炎
症
が
治
り
に
く
く
な
り
、
ニ
キ
ビ

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
乾
燥
肌
の
原
因
と
な
り
や
す
い
生
活
習

慣
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
第
１
に
は
エ
ア
コ
ン
の
使
い
過
ぎ

で
す
。
エ
ア
コ
ン
を
ず
っ
と
使
っ
て
い
る
と
、

肌
の
乾
燥
は
も
ち
ろ
ん
、
皮
膚
の
脂
肪
も
減

少
し
、
乾
燥
肌
に
な
り
ま
す
。
特
に
エ
ア
コ

ン
の
風
に
直
接
当
た
る
の
が
続
く
の
は
、
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
２
は
、
入
浴
時
の
洗
い
過
ぎ
で
す
。
特

に
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
、
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
っ

て
し
ま
う
と
、
皮
膚
が
強
い
刺
激
を
受
け
、

バ
リ
ア
機
能
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
の
泡
で
、
肌
に
タ
オ
ル
な
ど
が
当

た
り
過
ぎ
な
い
よ
う
洗
う
の
が
コ
ツ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
は
、
ス
ト
レ
ス
・
生
活
習
慣
の
乱
れ

で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
し
ま
う
と
、
体

の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
、
食
生
活
が
乱
れ

た
り
し
て
、
栄
養
が
偏
り
、
睡
眠
不
足
に
な

り
ま
す
。
す
る
と
肌
に
も
影
響
が
出
て
乾
燥

肌
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の

多
い
動
物
性
食
品
や
緑
黄
色
野
菜
を
多
く

取
り
、
そ
し
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
刺
激

物
、
冷
え
た
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
も
し
乾
燥
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
薬
局
で

保
湿
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
毎
晩
塗
っ
て
お

く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

乾
燥
肌
の
原
因
と
対
策

冬
至

シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
●
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
　松
翠

JA Higashimino Information Plaza
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冬
至
は
一
年
で
最
も
昼
が
短
く
な
る
日
、

つ
ま
り
太
陽
の
力
が
最
も
弱
い
日
（
陰
が

極
ま
る
日
）
で
す
。
そ
れ
以
降
は
再
び
太

陽
の
力
が
強
く
な
っ
て
い
く
日
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
「
一
陽
来
復
」
の
日
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
冬
至
は
日
が
復
す
る
始
ま
り
の
日
に
当

た
り
、
か
つ
て
は
冬
至
を
含
む
月
が
一
年

の
始
ま
り
で
し
た
。
日
が
強
く
な
り
始
め

る
と
運
気
も
上
昇
し
始
め
る
と
さ
れ
、
そ

の
日
に
「
ん
」
の
付
く
物
を
食
べ
る
こ
と

で
さ
ら
に
「
運
」
を
取
り
込
も
う
と
い
う

「
運
盛
り
」
と
い
う
風
習
が
今
で
も
各
地

に
残
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
南
瓜
（
な
ん

き
ん
＝
か
ぼ
ち
ゃ
）
、
蓮
根
（
れ
ん
こ

ん
）
、
人
参
（
に
ん
じ
ん
）
、
銀
杏
（
ぎ

ん
な
ん
）
、
金
柑
（
き
ん
か
ん
）
、
寒
天

（
か
ん
て
ん
）
、
う
ど
ん
（
う
ん
ど
ん
）

の
よ
う
に
、
一
つ
の
単
語
に
二
つ
「
ん
」

が
あ
る
食
べ
物
は
縁
起
が
良
く
、
こ
れ
ら

を
ま
と
め

て
「
冬
至

の
七
種

（
な
な
く

さ
）
」
と

呼
ぶ
こ
と

も
。

　
縁
起
担
ぎ
で
始
ま
っ
た
運
盛
り
で
す
が
、

冬
の
健
康
な
体
な
体
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
る
こ
と
も
事
実
。
寒
い
冬
に
食
べ
物

か
ら
栄
養
を
取
る
こ
と
で
、
元
気
に
乗
り

切
ろ
う
と
い
う
昔
か
ら
の
知
恵
が
そ
こ
に

は
あ
り
ま
す
。
「
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ
を
食
べ

る
と
長
生
き
す
る
、
風
邪
を
ひ
か
な
い
」

と
の
言
葉
通
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
に
は
免
疫
力

向
上
に
役
立
つ
カ
ロ
テ
ン
、
血
行
を
促
し

冷
え
を
緩
和
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
冬
に

取
り
た
い
栄
養
素
が
豊
富
。
本
来
、
日
本

で
か
ぼ
ち
ゃ
が
収
穫
さ
れ
る
の
は
夏
で
す

が
、
丸
ご
と
で
あ
れ
ば
冷
暗
所
に
置
い
て

冬
ま
で
保
存
で
き
る
の
で
、
緑
黄
色
野
菜

が
少
な
く
な
る
冬
場
の
栄
養
源
と
し
て
は

最
適
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
収
穫
後

追
熟
さ
せ
る
こ
と
で
、
で
ん
ぷ
ん
が
糖
に

変
わ
り
甘
味
が
増
し
て
お
い
し
く
な
る
た

め
、
食
べ
ご
ろ
も
ち
ょ
う
ど
こ
の
季
節
。

定
番
の
煮
物
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
天
ぷ

ら
や
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
の
揚
げ
物
、
ス
ー
プ
、

サ
ラ
ダ
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
親
し
み
や
す
い

メ
ニ
ュ
ー
が
多
い
こ
と
も
魅
力
で
す
。

　
調
理
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
は
油
と
加
熱
す

る
こ
と
。
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
で
あ
る
カ
ロ

テ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
効
果
的
に
摂
取
で

き
る
の
で
お
勧
め
で
す
。

　
皮
膚
の
水
分
や
油
分
が
蒸
発
し
て
カ
サ

カ
サ
に
な
っ
て
い
る
状
態
を
乾
燥
肌
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
乾
燥
肌
に
な
る
と
、
皮
膚
が

持
っ
て
い
る
バ
リ
ア
機
能（
体
を
保
護
し
て

い
る
防
御
能
力
）が
失
わ
れ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
外
界
の
刺
激
に
極
端
に
弱
く

な
り
ま
す
。
健
康
な
肌
の
と
き
に
は
あ
ま
り

気
に
な
ら
な
か
っ
た
刺
激（
気
温
の
変
化
、

乾
燥
、
ダ
ニ
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
、
雑
菌
な
ど
）

に
過
敏
に
反
応
し
て
し
ま
い
、
痛
み
や
か
ゆ

み
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
度

で
き
た
炎
症
が
治
り
に
く
く
な
り
、
ニ
キ
ビ

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
乾
燥
肌
の
原
因
と
な
り
や
す
い
生
活
習

慣
を
い
く
つ
か
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
第
１
に
は
エ
ア
コ
ン
の
使
い
過
ぎ

で
す
。
エ
ア
コ
ン
を
ず
っ
と
使
っ
て
い
る
と
、

肌
の
乾
燥
は
も
ち
ろ
ん
、
皮
膚
の
脂
肪
も
減

少
し
、
乾
燥
肌
に
な
り
ま
す
。
特
に
エ
ア
コ

ン
の
風
に
直
接
当
た
る
の
が
続
く
の
は
、
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
２
は
、
入
浴
時
の
洗
い
過
ぎ
で
す
。
特

に
ナ
イ
ロ
ン
タ
オ
ル
な
ど
、
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
っ

て
し
ま
う
と
、
皮
膚
が
強
い
刺
激
を
受
け
、

バ
リ
ア
機
能
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

た
っ
ぷ
り
の
泡
で
、
肌
に
タ
オ
ル
な
ど
が
当

た
り
過
ぎ
な
い
よ
う
洗
う
の
が
コ
ツ
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
第
３
は
、
ス
ト
レ
ス
・
生
活
習
慣
の
乱
れ

で
す
。
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
し
ま
う
と
、
体

の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
り
、
食
生
活
が
乱
れ

た
り
し
て
、
栄
養
が
偏
り
、
睡
眠
不
足
に
な

り
ま
す
。
す
る
と
肌
に
も
影
響
が
出
て
乾
燥

肌
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
の

多
い
動
物
性
食
品
や
緑
黄
色
野
菜
を
多
く

取
り
、
そ
し
て
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
刺
激

物
、
冷
え
た
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
こ

と
が
大
事
で
す
。

　
も
し
乾
燥
が
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
薬
局
で

保
湿
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て
毎
晩
塗
っ
て
お

く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

乾
燥
肌
の
原
因
と
対
策

冬
至

シ
ニ
ア
野
菜
ソ
ム
リ
エ
●
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

佐
久
総
合
病
院
名
誉
院
長
●
松
島
　松
翠

JA Higashimino Information Plaza
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夏
か
ら
秋
に
か
け
て
盛
ん
に
つ
る
を
茂

ら
せ
て
き
た
長
芋
や
イ
チ
ョ
ウ
芋
、
自
然
薯

な
ど
は
、
晩
秋
に
な
り
寒
風
が
吹
き
始
め
る

と
、
茎
葉
は
黄
変
し
、
や
が
て
故
死
し
ま
す
。

掘
り
取
り
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
見

極
め
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
１
）掘
り
取
る
適
期
　
長
芋
は
葉
が
す
っ

か
り
黄
変
し
、
全
体
が
枯
れ
始
め
た
状
態

に
な
っ
た
と
き
で
す
。
緑
の
葉
が
残
っ
て

い
る
頃
に
、
早
く
掘
り
過
ぎ
る
と
、
芋
を
す

り
お
ろ
し
た
際
に
褐
変
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。イ
チ
ョ
ウ
芋
は
低
温
に
弱
い
の
で
、

葉
が
黄
変
、
枯
れ
始
め
た
な
ら
、
早
め
に
掘

り
取
り
ま
し
ょ
う
。
自
然
薯
は
葉
が
黄
変
、

枯
死
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
で
す
。

（
２
）掘
り
取
り
日
　
で
き
る
だ
け
晴
天
続

き
を
見
計
ら
っ
て
行
う
こ
と
で
す
。
雨
後

で
畑
が
過
湿
状
態
の
と
き
に
掘
る
と
、
貯

蓄
中
の
腐
敗
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

長
芋
は
根
を
地
中
深
く
形
成
し
て
お
り
、

深
い
所
は
地
温
が
下
が
り
に
く
い
の
で
、

低
温
害
を
受
け
に
く
く
、
天
候
を
見
て
掘

り
取
り
日
を
決
め
る
ゆ
と
り
が
あ
る
の
で
、

作
業
に
は
好
都
合
で
す
。

（
３
）掘
り
取
り
作
業
の
手
順
　
つ
る
を
芋

の
首
の
上
５
〜
６
㎝
の
所
で
刈
り
取
り
、

茎
葉
を
片
付
け
て
か
ら
掘
り
取
り
に
か
か

り
ま
す
。
長
芋
は
組
織
が
柔
弱
で
、
折
れ
た

り
傷
つ
き
や
す
い
の
で
、
株
の
周
り
３０
㎝

ぐ
ら
い
離
れ
た
所
か
ら
ス
コ
ッ
プ
を
立
て

る
よ
う
に
し
て
少
し
ず
つ
慎
重
に
掘
り
進

み
ま
す
。
そ
し
て
芋
の
先
端
を
見
極
め
、
そ

れ
よ
り
少
し
深
い
位
置
ま
で
、
十
分
注
意

し
て
土
を
取
り
除
き
、
芋
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
丁
寧
に
掘
り
上
げ
ま
す
。
図
の
よ
う

に
幅
の
狭
い
ス
コ
ッ
プ
や
鉄
棒
な
ど
を
用

い
る
と
上
手
に
掘
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
４
）掘
り
取
り
後
の
扱
い
方
　
直
射
日
光

や
強
風
に
当
て
な
い
よ
う
土
や
覆
い
を
掛

け
て
、
肌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
畑
か
ら
持
ち

出
し
ま
す
。
少
量
の
芋
を
短
期
間
保
存
す
る

に
は
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
、
冷
暗
所
に
置
く

だ
け
で
よ
い
で
す
。
た
く
さ
ん
取
れ
た
場
合

に
は
、
排
水
の
良
い
場
所
を
選
び
、
図
の
よ

う
に
深
さ
25
〜
３０
㎝
ほ
ど
の
穴
を
掘
っ
て

芋
を
並
べ
て
埋
め
、
雨
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

土
を
盛
り
上
げ
て
覆
い
ま
す
。
貯
蔵
の
好
適

条
件
は
温
度
４
〜
５
度
、
湿
度
85
〜
90
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
低
温
貯
蔵
庫
で
こ
の
条
件
に
設
定
、
制
御

す
れ
ば
長
期
間
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
条
件
の
良
い
畑
で
は
、

地
中
で
休
眠
状
態
に
入
っ
た
芋
を
、
畑
で
そ

の
ま
ま
掘
り
取
ら
ず
に
保
存
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

山
芋
の
収
穫
適
期
と

掘
り
取
り
の
コ
ツ
、蓄
え
方 2016年

12月

情報

2016年
12月細長のスコップ

鉄棒

ナガイモは折れやすいので
丁寧に掘る

イチョウイモの葉が枯れ始めたら
早めにに掘る

雨よけの覆い（稲わらなど）

間土4～5cm

地温4～5度を保つのが望ましい

穴の深さ25～30cm

盛り土30cm

 

第
12
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
で

は
、
今
年
も
「
農
業
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
「
農
産
物
品
評
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
各
部
門
の
受
賞

者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　　
東
美
濃
管
内
の
農
業
振
興
と
安

全
・
安
心
、
健
康
志
向
等
の
消
費

者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
栽
培

お
よ
び
飼
養
技
術
の
向
上
と
農
業

経
営
の
安
定
向
上
を
図
る
。
ま
た

昨
年
か
ら
新
規
就
農
者
を
対
象
と

し
た
「
新
人
賞
」
を
新
設
。

　
東
美
濃
管
内
で
生
産
さ
れ
る
農

産
物
の
品
質
を
高
め
、
消
費
者
に

好
ま
れ
る
農
産
物
作
り
に
よ
り
、

東
美
濃
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
。

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

農
産
物
品
評
会

表彰を受ける新人賞受賞者

農業経営コンクール受賞者

恵　那 千藤　重明 恵那市長賞

坂　本

明　智
付　知

小川　守男 中津川市長賞

下　野 花田　増美

大上　清文
伊藤　靖浩

加藤　敏彦

岐阜県議会長賞

加子母 纐纈　健一 岐阜県知事賞

坂 　下 糸魚川 洋志

明　智 大上　清文

大　井 市川　光広

大　井 田立　好男

恵那北部 古田　忠利

加子母 三浦　甚一

福　岡 （有）ＮＨＫファーム

加子母 田口　昌志

ＪＡ組合長賞

部　門

土地利用型
農業の部

野菜の部

野菜の部

果樹・
特産の部

果樹・特産の部

畜産の部

支  店 氏　名 副　賞
優 秀 賞

■第12回ひがしみの農業祭農畜産物農業経営コンクール受賞者

阿　木

　

下広岡そば組合

支  店 氏　名　
優 良 賞

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

■第12回ひがしみの農業祭農産物品評会受賞者
優秀賞

岐 阜 県 知 事 賞
岐阜県議会議長賞
中 津 川 市 長 賞
恵 那 市 長 賞
Ｊ Ａ 組 合 長 賞

茶
黒
赤
白

東美濃産
他 県 産
東美濃産
東美濃産

ひ と め ぼ れ
コ シ ヒ カ リ
コ シ ヒ カ リ
あきたこまち

17%
19%
43%
21%

恵那北部
坂 下
苗 木
恵 那 西
明 智
蛭 川
中 津 川
加 子 母
福 岡
落 合

伊 藤 　 鈴 一
森 　 晃
森 　 　 茂 樹
田 辺 　 兼 光
堀 　 　 重 春
田 口 　 辰 夫
伊 藤 　 光 輝
纐 纈 　 健 一
西 尾 　 隆 雄
上 田 　 年 美

白 菜
栗

米
大 根
ト マ ト
黒 豆
か ぶ
し い た け
里 芋

柿

品　目 副　賞支  店 氏　名

部　門

箱（色） 産　地 品　種 割　合

支  店 氏　名

坂 本
恵 那 西
苗 木
上 村
山 岡
明 智
大 井
恵 那 北 部
中 津 川
大 井
明 智
岩 村
落 合
福 岡
蛭 川
恵 那 西
明 智
福 岡
坂 本
上 村

林 　 忠 昭
安 藤 　 　 匠
永 冶 　 摂 津 子
花 村 　 一 朗
後 藤 　 春 夫
根 﨑 　 　 茂
佐 々 木 　 学
山 本 　 忠 幸
中 村 　 定 則
市 川 　 照 栄
根 﨑 　 勝 秋
吉 村 　 攻 平
島 﨑 　 　 晃
杉 浦 　 千 代 子
永 冶 　 　 弘
市 川 　 二 郎
三 宅 　 幸 央
赤 座 　 太 助
土 屋 　 智 稔
後 藤 　 剛

米
黒 大 豆
小 豆
ト マ ト
か ぼ ち ゃ
ブロッコリー
か ぶ
か ぶ
大 根
大 根
キ ャ ベ ツ
白 菜
白 菜
ネ ギ
生 姜
サ ツ マ イ モ
里 芋

柿
栗

蒟 蒻 芋

（敬称略）優良賞
品　目 管轄支店 氏　名

■農業経営コンクール新人賞受賞者

■「おいしいお米当てクイズ」の正解

日
ご
ろ
の
努
力
が
実
っ
た

　
　

 
農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

  

農
産
物
品
評
会

正解は赤い箱
で、東美濃産コ
シヒカリ（食味
値82点）
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夏
か
ら
秋
に
か
け
て
盛
ん
に
つ
る
を
茂

ら
せ
て
き
た
長
芋
や
イ
チ
ョ
ウ
芋
、
自
然
薯

な
ど
は
、
晩
秋
に
な
り
寒
風
が
吹
き
始
め
る

と
、
茎
葉
は
黄
変
し
、
や
が
て
故
死
し
ま
す
。

掘
り
取
り
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
見

極
め
て
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
１
）掘
り
取
る
適
期
　
長
芋
は
葉
が
す
っ

か
り
黄
変
し
、
全
体
が
枯
れ
始
め
た
状
態

に
な
っ
た
と
き
で
す
。
緑
の
葉
が
残
っ
て

い
る
頃
に
、
早
く
掘
り
過
ぎ
る
と
、
芋
を
す

り
お
ろ
し
た
際
に
褐
変
し
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。イ
チ
ョ
ウ
芋
は
低
温
に
弱
い
の
で
、

葉
が
黄
変
、
枯
れ
始
め
た
な
ら
、
早
め
に
掘

り
取
り
ま
し
ょ
う
。
自
然
薯
は
葉
が
黄
変
、

枯
死
し
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
で
す
。

（
２
）掘
り
取
り
日
　
で
き
る
だ
け
晴
天
続

き
を
見
計
ら
っ
て
行
う
こ
と
で
す
。
雨
後

で
畑
が
過
湿
状
態
の
と
き
に
掘
る
と
、
貯

蓄
中
の
腐
敗
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

長
芋
は
根
を
地
中
深
く
形
成
し
て
お
り
、

深
い
所
は
地
温
が
下
が
り
に
く
い
の
で
、

低
温
害
を
受
け
に
く
く
、
天
候
を
見
て
掘

り
取
り
日
を
決
め
る
ゆ
と
り
が
あ
る
の
で
、

作
業
に
は
好
都
合
で
す
。

（
３
）掘
り
取
り
作
業
の
手
順
　
つ
る
を
芋

の
首
の
上
５
〜
６
㎝
の
所
で
刈
り
取
り
、

茎
葉
を
片
付
け
て
か
ら
掘
り
取
り
に
か
か

り
ま
す
。
長
芋
は
組
織
が
柔
弱
で
、
折
れ
た

り
傷
つ
き
や
す
い
の
で
、
株
の
周
り
３０
㎝

ぐ
ら
い
離
れ
た
所
か
ら
ス
コ
ッ
プ
を
立
て

る
よ
う
に
し
て
少
し
ず
つ
慎
重
に
掘
り
進

み
ま
す
。
そ
し
て
芋
の
先
端
を
見
極
め
、
そ

れ
よ
り
少
し
深
い
位
置
ま
で
、
十
分
注
意

し
て
土
を
取
り
除
き
、
芋
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
丁
寧
に
掘
り
上
げ
ま
す
。
図
の
よ
う

に
幅
の
狭
い
ス
コ
ッ
プ
や
鉄
棒
な
ど
を
用

い
る
と
上
手
に
掘
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
４
）掘
り
取
り
後
の
扱
い
方
　
直
射
日
光

や
強
風
に
当
て
な
い
よ
う
土
や
覆
い
を
掛

け
て
、
肌
を
乾
か
さ
な
い
よ
う
畑
か
ら
持
ち

出
し
ま
す
。
少
量
の
芋
を
短
期
間
保
存
す
る

に
は
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
、
冷
暗
所
に
置
く

だ
け
で
よ
い
で
す
。
た
く
さ
ん
取
れ
た
場
合

に
は
、
排
水
の
良
い
場
所
を
選
び
、
図
の
よ

う
に
深
さ
25
〜
３０
㎝
ほ
ど
の
穴
を
掘
っ
て

芋
を
並
べ
て
埋
め
、
雨
が
た
ま
ら
な
い
よ
う

土
を
盛
り
上
げ
て
覆
い
ま
す
。
貯
蔵
の
好
適

条
件
は
温
度
４
〜
５
度
、
湿
度
85
〜
90
％
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
低
温
貯
蔵
庫
で
こ
の
条
件
に
設
定
、
制
御

す
れ
ば
長
期
間
品
質
を
保
つ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
条
件
の
良
い
畑
で
は
、

地
中
で
休
眠
状
態
に
入
っ
た
芋
を
、
畑
で
そ

の
ま
ま
掘
り
取
ら
ず
に
保
存
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

山
芋
の
収
穫
適
期
と

掘
り
取
り
の
コ
ツ
、蓄
え
方 2016年

12月

情報

2016年
12月細長のスコップ

鉄棒

ナガイモは折れやすいので
丁寧に掘る

イチョウイモの葉が枯れ始めたら
早めにに掘る

雨よけの覆い（稲わらなど）

間土4～5cm

地温4～5度を保つのが望ましい

穴の深さ25～30cm

盛り土30cm

 

第
12
回
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
で

は
、
今
年
も
「
農
業
経
営
コ
ン

ク
ー
ル
」
と
「
農
産
物
品
評
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
各
部
門
の
受
賞

者
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　　
東
美
濃
管
内
の
農
業
振
興
と
安

全
・
安
心
、
健
康
志
向
等
の
消
費

者
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
で
、
栽
培

お
よ
び
飼
養
技
術
の
向
上
と
農
業

経
営
の
安
定
向
上
を
図
る
。
ま
た

昨
年
か
ら
新
規
就
農
者
を
対
象
と

し
た
「
新
人
賞
」
を
新
設
。

　
東
美
濃
管
内
で
生
産
さ
れ
る
農

産
物
の
品
質
を
高
め
、
消
費
者
に

好
ま
れ
る
農
産
物
作
り
に
よ
り
、

東
美
濃
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
。

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

農
産
物
品
評
会

表彰を受ける新人賞受賞者

農業経営コンクール受賞者

恵　那 千藤　重明 恵那市長賞

坂　本

明　智
付　知

小川　守男 中津川市長賞

下　野 花田　増美

大上　清文
伊藤　靖浩

加藤　敏彦

岐阜県議会長賞

加子母 纐纈　健一 岐阜県知事賞

坂 　下 糸魚川 洋志

明　智 大上　清文

大　井 市川　光広

大　井 田立　好男

恵那北部 古田　忠利

加子母 三浦　甚一

福　岡 （有）ＮＨＫファーム

加子母 田口　昌志

ＪＡ組合長賞

部　門

土地利用型
農業の部

野菜の部

野菜の部

果樹・
特産の部

果樹・特産の部

畜産の部

支  店 氏　名 副　賞
優 秀 賞

■第12回ひがしみの農業祭農畜産物農業経営コンクール受賞者

阿　木

　

下広岡そば組合

支  店 氏　名　
優 良 賞

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

■第12回ひがしみの農業祭農産物品評会受賞者
優秀賞

岐 阜 県 知 事 賞
岐阜県議会議長賞
中 津 川 市 長 賞
恵 那 市 長 賞
Ｊ Ａ 組 合 長 賞

茶
黒
赤
白

東美濃産
他 県 産
東美濃産
東美濃産

ひ と め ぼ れ
コ シ ヒ カ リ
コ シ ヒ カ リ
あきたこまち

17%
19%
43%
21%

恵那北部
坂 下
苗 木
恵 那 西
明 智
蛭 川
中 津 川
加 子 母
福 岡
落 合

伊 藤 　 鈴 一
森 　 晃
森 　 　 茂 樹
田 辺 　 兼 光
堀 　 　 重 春
田 口 　 辰 夫
伊 藤 　 光 輝
纐 纈 　 健 一
西 尾 　 隆 雄
上 田 　 年 美

白 菜
栗

米
大 根
ト マ ト
黒 豆
か ぶ
し い た け
里 芋

柿

品　目 副　賞支  店 氏　名

部　門

箱（色） 産　地 品　種 割　合

支  店 氏　名

坂 本
恵 那 西
苗 木
上 村
山 岡
明 智
大 井
恵 那 北 部
中 津 川
大 井
明 智
岩 村
落 合
福 岡
蛭 川
恵 那 西
明 智
福 岡
坂 本
上 村

林 　 忠 昭
安 藤 　 　 匠
永 冶 　 摂 津 子
花 村 　 一 朗
後 藤 　 春 夫
根 﨑 　 　 茂
佐 々 木 　 学
山 本 　 忠 幸
中 村 　 定 則
市 川 　 照 栄
根 﨑 　 勝 秋
吉 村 　 攻 平
島 﨑 　 　 晃
杉 浦 　 千 代 子
永 冶 　 　 弘
市 川 　 二 郎
三 宅 　 幸 央
赤 座 　 太 助
土 屋 　 智 稔
後 藤 　 剛

米
黒 大 豆
小 豆
ト マ ト
か ぼ ち ゃ
ブロッコリー
か ぶ
か ぶ
大 根
大 根
キ ャ ベ ツ
白 菜
白 菜
ネ ギ
生 姜
サ ツ マ イ モ
里 芋

柿
栗

蒟 蒻 芋

（敬称略）優良賞
品　目 管轄支店 氏　名

■農業経営コンクール新人賞受賞者

■「おいしいお米当てクイズ」の正解

日
ご
ろ
の
努
力
が
実
っ
た

　
　

 

農
業
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

  

農
産
物
品
評
会

正解は赤い箱
で、東美濃産コ
シヒカリ（食味
値82点）



ゆ　　き　　こ

　
１２
年
以
上
石
川
ト
マ
ト
農
園
を
営
む
石
川
さ
ん
。

50
ａ
の
圃
場
で
、２
人
の
従
業
員
と
研
修
生
１
人
と

行
っ
て
い
る
が
、通
年
通
し
て
仕
事
が
で
き
な
い
か

と
今
年
よ
り
新
た
に
８
ａ
の
圃
場
で
い
ち
ご
の
生

産
を
始
め
ま
し
た
。

　
設
備
投
資
が
か
か
る
に
も
関
わ
ら
ず
い
ち
ご
を

選
ん
だ
の
は「
生
産
組
合
主
催
の
勉
強
会
に
も
参

加
で
き
、
近
所
に
生
産
者
が
い
れ
ば
助
け
て
も
ら

え
る
。
ま
た
、
い
ち
ご
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
富
で
、
楽

し
そ
う
だ
か
ら
」と
語
る
石
川
さ
ん
。
冬
場
の
季
節

に
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
夢
は
広

が
り
ま
す
。

　「
出
来
る
か
も
」と
思
っ
た
ら
何
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
石
川
さ
ん
は
、
昨
年
か
ら「
ト
マ
ト
狩
り
」

や
今
年
は「
ト
マ
コ
ン
」を
開
催
す
る
な
ど
、
農
業

に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
楽
し
ん
で

や
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
東
美
濃
い
ち
ご
生
産
協
議
会
が
開
催
す

る
研
修
会
に
も
参
加
し
、
ト
マ
ト
と
の
違
い
に
苦

労
し
な
が
ら
苗
腐
り
な
ど
の
失
敗
も
体
験
。
手
探

り
の
作
業
に
苦
労
し
な
が
ら
、
ト
マ
ト
と
違
っ
て

技
術
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
い
ろ
ん

な
や
り
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
と
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ピ
ー
ト
で
作
る
こ
と
も
可
能

だ
が
、
土
で
生
産
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り「
答
え
が

な
い
か
ら
こ
そ
難
し
く
て
、
お
も
し
ろ
い
。
観
光
に

な
る
よ
う
な
、
ひ
と
あ
じ
違
う
い
ち
ご
農
園
を

開
き
た
い
」

と
夢
を
語
り

ま
す
。

ア
イ
デ
ィ
ア
が
農
業
を
楽
し
く
す
る

東美濃いちご生産協議会
現在１２人の生産者で、品質向上
に向けた温度等栽培管理と病害
虫防除などに向けて、栽培研修会
などを開催。生産量を増やし、販
売拡大へ向けて取り組んでいま
す。

● 1213 ● JAひがしみの

　相思相愛な２人はいつも一緒で仲良し姉妹です。２人と
も優しく、面倒みがいい知由ちゃんと、年上のお姉ちゃんに
張り合わず、自分より出来ることを素直に受け止めお姉ちゃ
んを褒める伎歩ちゃん。２人とも最近始めた「なわとび」や
お父さん特製のブランコなどで元気に遊んでいます。「健康
で元気に育ってほしい」とお母さんは願います。

　「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
性
格
」

と
語
る
佳
代
子
さ
ん
。
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ

フ
ト
、
木
目
込
み
、
つ
る
し
飾
り
、
陶

器
の
灯
り
ア
ー
ト
な
ど
何
で
も
こ
な
す

器
用
な
手
先
の
持
ち
主
で
す
。

　
父
は
日
曜
大
工
、
母
は
洋
裁
と
両
親

が
物
作
り
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

小
さ
い
頃
か
ら
関
心
が
あ
り
、
定
年
退

職
を
き
っ
か
け
に
自
由
な
時
間
を
使
っ

て
何
か
し
た
い
と
始
め
た
シ
ュ
ガ
ー
ク

ラ
フ
ト
。
始
め
た
こ
と
は
何
で
も
極
め

る
佳
代
子
さ
ん
は
、
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
娘
さ
ん
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ

と
ブ
ー
ケ
を
手
掛
け
る
ほ
ど
で
す
。
娘
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
る
し
飾
り
で
は
、
恵
那
市
中
山
道
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
、
灯
り
ア
ー
ト
で
も
同
市
市
民
展
で
３
回
受
賞
経
験
が
あ
り
ま
す
。
灯
り

ア
ー
ト
は
陶
芸
で
作
る
た
め
出
来
上
が
り
ま
で
完
成

が
見
え
ず
、
日
々
の
経
験
が
ポ
イ
ン
ト
。「
出
来
上
が
っ

た
達
成
感
が
嬉
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
」と
多
く
の
作

品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
新
し
く
樹
脂
粘
土
の
花
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
趣
味
を
通
じ
て
知
り
合
い
も
増
え
、
交
流
も

楽
し
ん
で
お
り
、「
健
康
な
う
ち
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。 恵

那
市
大
井
町

　勝
川 

佳
代
子
さ
ん（
69
）

健
康
の
秘
訣
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

き　ほ ち　ゆ

　いつも笑顔をモットーに頑張っていま
す。組合員や利用者とのふれあいを大
切にして、先輩職員のように知識をつけ
て信頼される職員になりたいです。   

恵
那
支
店

 

曽
我 

龍
汰

Profile
担　当：営農・経済
入　組：2年目
出　身：恵那市大井町
血液型：Ｏ型
趣　味：カラオケ

笑顔を大切に

思いやりのある優しい姉妹

恵那市上矢作町

石川 右木子さん（３９）

恵那市中野方町

吉田 伎歩ちゃん(４)　知由ちゃん(５)
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大
工
、
母
は
洋
裁
と
両
親

が
物
作
り
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

小
さ
い
頃
か
ら
関
心
が
あ
り
、
定
年
退

職
を
き
っ
か
け
に
自
由
な
時
間
を
使
っ

て
何
か
し
た
い
と
始
め
た
シ
ュ
ガ
ー
ク

ラ
フ
ト
。
始
め
た
こ
と
は
何
で
も
極
め

る
佳
代
子
さ
ん
は
、
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
娘
さ
ん
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ

と
ブ
ー
ケ
を
手
掛
け
る
ほ
ど
で
す
。
娘
さ
ん
に
も
喜
ん
で
も
ら
い
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
つ
る
し
飾
り
で
は
、
恵
那
市
中
山
道
の
れ
ん
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
、
灯
り
ア
ー
ト
で
も
同
市
市
民
展
で
３
回
受
賞
経
験
が
あ
り
ま
す
。
灯
り

ア
ー
ト
は
陶
芸
で
作
る
た
め
出
来
上
が
り
ま
で
完
成

が
見
え
ず
、
日
々
の
経
験
が
ポ
イ
ン
ト
。「
出
来
上
が
っ

た
達
成
感
が
嬉
し
く
て
や
め
ら
れ
な
い
」と
多
く
の
作

品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
今
は
新
し
く
樹
脂
粘
土
の
花
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
趣
味
を
通
じ
て
知
り
合
い
も
増
え
、
交
流
も

楽
し
ん
で
お
り
、「
健
康
な
う
ち
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け

た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。 恵

那
市
大
井
町

　勝
川 

佳
代
子
さ
ん（
69
）

健
康
の
秘
訣
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と

き　ほ ち　ゆ

　いつも笑顔をモットーに頑張っていま
す。組合員や利用者とのふれあいを大
切にして、先輩職員のように知識をつけ
て信頼される職員になりたいです。   

恵
那
支
店

 

曽
我 

龍
汰

Profile
担　当：営農・経済
入　組：2年目
出　身：恵那市大井町
血液型：Ｏ型
趣　味：カラオケ

笑顔を大切に

思いやりのある優しい姉妹

恵那市上矢作町

石川 右木子さん（３９）

恵那市中野方町

吉田 伎歩ちゃん(４)　知由ちゃん(５)



● 1415 ● JAひがしみの

②丸太を積み上げてつくる家
⑥初心運転者が車に付けるマークは
この形

⑧鳥羽伏見の戦いに端を発するー
戦争

⑨ちらしや握りがあります
⑩壁や塀に絡まる植物
⑪西洋ナシの代表的な品種
⑮カニやイカの呼吸器
⑯シジミやアサリ、カキなど
⑱成羊の肉のこと
⑳前の反対側
　１２月２４日の夜はーイブ

①１１月は霜月、１２月はー
②『ブレーメンの音楽隊』の中で一番大きな動物
③正月向けの寄せ植えによく使われる植物。キャ
ベツの改良品種です

④肉、乳、角、骨などを利用する家畜
⑤徳川家康が晩年を過ごしたー城。城跡は
静岡市にあります

⑦１０歳をーに４人の子がいます
⑩真冬に豪雪地帯の軒からぶら下がります
⑫柵を英語で言うと
⑬千円札などに入れられています
⑭耳の中で音を受け取る器官
⑰灰をならしたり、上に自在かぎをつるしたり
⑲平成２９年のえとは
⑳きねの相棒です

■11月号の答え
サツマイモ（さつま芋）

■クイズ当選者（敬称略）
青木 美空、長瀬 節子、大塩 公明
渡辺 衛、長谷川 小夕里、藤井 敦子
早川 春彦、鈴村 清治、伊藤 眞澄
渡辺 扶砂江

　
10
月
の「
次
世
代
と
つ
な
が
る
Ｊ

Ａ
」11
月
の「
農
業
所
得
の
増
大
」い

ず
れ
も
興
味
を
持
っ
て
読
み
ま
し

た
。
農
業
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

中
津
川
市
千
旦
林
　
可
知 

満
子
さ
ん

　
農
業
に
関
す
る
こ
と
や
野
菜
や

料
理
レ
シ
ピ
な
ど
、
毎
月
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。

勉
強
に
な
る
内
容

を
こ
れ
か
ら
も
お

願
い
し
ま
す
。

中
津
川
市
加
子
母
　
成
瀬 

幸
子
さ
ん
　
　

　
広
報
誌
を
通
し
、
地
域
の
人
々
に

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
Ｊ
Ａ
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
神
坂
中
学
校
３
年
生
と
神
坂
幼

稚
園
児
が
ふ
れ
あ
い
教
室
と
し
て
、

当
J
A
落

合
支
店
と

地
域
の
人

達
の
協
力

で
さ
つ
ま

芋
掘
り
体

験
を
し
ま

し
た
。

　
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

の
指
導
の
も
と
楽
し
そ
う
に
や
っ
て

い
ま
す
ね
。

　「
か
ぼ
ち
ゃ
？
い
い
え
。
私
は
柿

で
す
。
毎
日
木
の
上
か
ら
下
の
か

ぼ
ち
ゃ
を
見
て
る
う
ち
に
こ
う
な

り
ま
し
た
」

恵
那
市
中
野
方
町
　
林 

信
子
さ
ん

　
７
つ
の
鈴
な
り
に
な
っ
た
さ
つ

ま
芋
が
出
来
ま
し
た
。

恵
那
市
中
野
方
町
　
林 

義
政
さ
ん

　今
回
も
写
真
の
お
た
よ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（
お
詫
び
と
訂
正
）

１０
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た「
赤
い
花
の
み
ょ

う
が
」は「
赤
い
花
」で
は
な
く「
赤
い
さ
や
」

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成28年12月22日(木)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

11日（水）・12日（木）平成29年1月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

12月

1月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

※12月より「葬儀相談会」を
　下記会場で開催します。

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

12月

1月

7日（水）
8日（木）
21日（水）
〃　　

11日（水）
12日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

12月

1月

12月

13日（火）
14日（水）
21日（水）
22日（木）
11日（水）
〃　　

2日(金）
8日（木）
14日（水）
20日（火）
26日（月）

山岡支店
恵那支店
本店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日

場　　所内　　容 月　　日

内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

1月 6日（金）
12日（木）
18日（水）
24日（火）
29日（日）

場　　所内　　容 月　　日

　
中
野
方
町（
坂
折
棚
田
）で
毎

年
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
棚
田
に
綺
麗
に

雪
が
ふ
り
、さ
ら
に
雪
が
積
も
っ

た
案
山
子
が
寒
さ
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

（カレンダー応募作品より）

あ
ー
寒
い
の
う

撮

　影
：
青
木

　孝
義 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

中
野
方
町

■「
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

今
年
は
お
米
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
を
た
く
さ
ん

設
け
、
美
味
し
い
東
美
濃
の
お
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た

岐
阜
放
送
に
も
取
材
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
は

も
っ
と
大
勢
の
来
客
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。  （
も
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
私
が
職
員
と
し
て
参
加
し
た
４
回
目
の「
ひ
が
し
み
の
農

業
祭
」。初
め
て
晴
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
か
多
く
の
方
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
も
盛
り
上
が

り
、有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。来
年
も
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①平成28年度冬期賞与の支給について
②総代選挙管理者・立会人等の選任について
③平成２８年度上期ディスクロージャー（半期
開示）について
④新たなとりくみ「暮らしの支援」事業について
【報告事項】
①平成２８年度上期苦情等対応状況について
②平成２８年度地域別座談会開催・特記事
項の報告について
③10月末の事業実績について

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,543人
26億5,325万円

2,191億3,845万円
407億7,156万円
6,824億5,244万円

39億593万円
28億174万円

第7回理事会 （平成28年11月21日）

（平成28年10月31日現在）
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⑨ちらしや握りがあります
⑩壁や塀に絡まる植物
⑪西洋ナシの代表的な品種
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⑳前の反対側
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③正月向けの寄せ植えによく使われる植物。キャ
ベツの改良品種です

④肉、乳、角、骨などを利用する家畜
⑤徳川家康が晩年を過ごしたー城。城跡は
静岡市にあります

⑦１０歳をーに４人の子がいます
⑩真冬に豪雪地帯の軒からぶら下がります
⑫柵を英語で言うと
⑬千円札などに入れられています
⑭耳の中で音を受け取る器官
⑰灰をならしたり、上に自在かぎをつるしたり
⑲平成２９年のえとは
⑳きねの相棒です

■11月号の答え
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■クイズ当選者（敬称略）
青木 美空、長瀬 節子、大塩 公明
渡辺 衛、長谷川 小夕里、藤井 敦子
早川 春彦、鈴村 清治、伊藤 眞澄
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得
の
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ず
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も
興
味
を
持
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て
読
み
ま
し

た
。
農
業
の
将
来
が
楽
し
み
で
す
。

中
津
川
市
千
旦
林
　
可
知 

満
子
さ
ん

　
農
業
に
関
す
る
こ
と
や
野
菜
や

料
理
レ
シ
ピ
な
ど
、
毎
月
楽
し
み
に

読
ん
で
い
ま
す
。

勉
強
に
な
る
内
容

を
こ
れ
か
ら
も
お

願
い
し
ま
す
。

中
津
川
市
加
子
母
　
成
瀬 

幸
子
さ
ん
　
　

　
広
報
誌
を
通
し
、
地
域
の
人
々
に

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
Ｊ
Ａ
を

目
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し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
神
坂
中
学
校
３
年
生
と
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坂
幼

稚
園
児
が
ふ
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あ
い
教
室
と
し
て
、

当
J
A
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合
支
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と

地
域
の
人

達
の
協
力

で
さ
つ
ま

芋
掘
り
体

験
を
し
ま

し
た
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中
学
校
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん

の
指
導
の
も
と
楽
し
そ
う
に
や
っ
て

い
ま
す
ね
。

　「
か
ぼ
ち
ゃ
？
い
い
え
。
私
は
柿

で
す
。
毎
日
木
の
上
か
ら
下
の
か

ぼ
ち
ゃ
を
見
て
る
う
ち
に
こ
う
な

り
ま
し
た
」

恵
那
市
中
野
方
町
　
林 

信
子
さ
ん

　
７
つ
の
鈴
な
り
に
な
っ
た
さ
つ

ま
芋
が
出
来
ま
し
た
。

恵
那
市
中
野
方
町
　
林 

義
政
さ
ん

　今
回
も
写
真
の
お
た
よ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　

（
お
詫
び
と
訂
正
）

１０
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た「
赤
い
花
の
み
ょ

う
が
」は「
赤
い
花
」で
は
な
く「
赤
い
さ
や
」

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■タテのカギ ■ヨコのカギ ﹇
問
題
﹈二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
E
の
順
に

　
　
　
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

〒509-9132 中津川市茄子川1646-19
JAひがしみの  本店  組織広報課

■応募締切日
平成28年12月22日(木)
■賞品
正解者の中から抽選で10名様に農協
全国商品券（1,000円分）をプレゼント

■応募要領
官製ハガキにクイズの答えと、郵便
番号、住所、氏名、年齢、職業、電話
番号、ＪＡまたは広報誌に対する意
見、要望などをご記入の上、下記ま
でお寄せ下さい。

ＪＡでは、各種相談日を設けていますので、お気軽にご利用ください。
各相談場所へ事前に電話予約をしてください。

11日（水）・12日（木）平成29年1月の
ふれあい訪問日

事故をしてしまったら                           　TEL 0120-25-8931
通帳・キャッシュカードを無くしてしまった　TEL 0120-215-522
葬儀に関するご相談は                             TEL 0120-09-8382
電化製品のお問い合わせは                            TEL 0573-78-0122
プロパンガス・ガス器具のお問い合わせは     TEL 0573-68-7744

12月

1月

14日（水）
〃　　

21日（水）
〃　　
〃　　
〃　　
4日（水）
〃　　
〃　　

11日（水）
〃　　

恵那支店
坂下支店
本店
加子母支店
付知支店
下野支店
山岡支店
明智支店
上村支店
恵那支店
坂下支店

※12月より「葬儀相談会」を
　下記会場で開催します。

月　　日内 容 場　　所

年金
相談

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

12月

1月

7日（水）
8日（木）
21日（水）
〃　　

11日（水）
12日（木）

下野支店
本店
恵那支店
山岡支店
下野支店
本店

月　　日内 容 場　　所

法律
相談

12月

1月

12月

13日（火）
14日（水）
21日（水）
22日（木）
11日（水）
〃　　

2日(金）
8日（木）
14日（水）
20日（火）
26日（月）

山岡支店
恵那支店
本店
下野支店
恵那支店
山岡支店

月　　日

場　　所内　　容 月　　日

内 容 場　　所

税務
相談

本 店
中 津 川支 店
恵 那 支 店
山 岡 支 店
明 智 支 店

78-0124
65-3144
25-5291
56-2121
54-2171

ご案内窓口 市外局番 　（0573）
上 村 支 店
坂 下 支 店
加子母支 店
付 知 支 店
下 野 支 店

47-2311
75-4111
79-2241
82-2121
72-2061

葬儀相談
10：00～
14：00

JA葬祭
アグリホールえな
　　0573-22-9876

1月 6日（金）
12日（木）
18日（水）
24日（火）
29日（日）

場　　所内　　容 月　　日

　
中
野
方
町（
坂
折
棚
田
）で
毎

年
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
棚
田
に
綺
麗
に

雪
が
ふ
り
、さ
ら
に
雪
が
積
も
っ

た
案
山
子
が
寒
さ
を
強
調
し
て

い
ま
す
。

（カレンダー応募作品より）

あ
ー
寒
い
の
う

撮

　影
：
青
木

　孝
義 

さ
ん

　
　
　
　
（
中
津
川
市
苗
木
）

撮
影
地
： 

中
野
方
町

■「
ひ
が
し
み
の
農
業
祭
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
　

今
年
は
お
米
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ブ
ー
ス
を
た
く
さ
ん

設
け
、
美
味
し
い
東
美
濃
の
お
米
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た

岐
阜
放
送
に
も
取
材
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
は

も
っ
と
大
勢
の
来
客
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。  （
も
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
私
が
職
員
と
し
て
参
加
し
た
４
回
目
の「
ひ
が
し
み
の
農

業
祭
」。初
め
て
晴
れ
ま
し
た
。そ
の
お
か
げ
か
多
く
の
方
に

来
場
し
て
い
た
だ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
も
盛
り
上
が

り
、有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。来
年
も
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
と
な
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次の事項が報告、または審議されました。
【附議事項】
①平成28年度冬期賞与の支給について
②総代選挙管理者・立会人等の選任について
③平成２８年度上期ディスクロージャー（半期
開示）について

④新たなとりくみ「暮らしの支援」事業について
【報告事項】
①平成２８年度上期苦情等対応状況について
②平成２８年度地域別座談会開催・特記事
項の報告について

③10月末の事業実績について

組 合 員 数
出 資 金
貯 金
貸 出 金
共 済 保 有 高
購買品供給高
販売品取扱高

32,543人
26億5,325万円

2,191億3,845万円
407億7,156万円
6,824億5,244万円

39億593万円
28億174万円

第7回理事会 （平成28年11月21日）

（平成28年10月31日現在）
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H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

2017年版オリジナルカレンダー
採用作品

特集

H e a r t f u l  C o m m u n i c a t i o n

　　南瓜を３～４㎜の薄切りにする。
      ベーコンは１㎝に切る。
　　フライパンに油を熱し、ベーコンを炒める。
　　南瓜とコンソメ・水を加えて、柔らかくなるまで炒める。　
　　塩・こしょうで味を調え、パセリを散らす。

ビタミンＡ（β―カロテン）とビタミンＥは油と一緒に吸収さ
れやすい。ビタミンＣは南瓜のでんぷんに守られているた
め、熱に強い。焼いたり、炒める料理にしましょう。

南瓜に含まれるビタミンAは風邪、C型肝炎など感染症や
ガンといった免疫力低下によって発症する病気の抑制に効
果的であることで注目されています。

鍋に砂糖と水を入れ、カラメル色になるまで煮詰めたら、
熱湯を加えて色止めし、型に入れる。
南瓜の皮をむき、５㎜の薄切りにし、ラップをかけて、電
子レンジで５分加熱する。
ミキサーに　　と砂糖・卵・牛乳・バニラエッセンスを
入れ、なめらかになるまで混ぜる。
     を濾し器で濾しながら、型に入れる。
オーブンの天板に     を並べ、お湯を天板の半分まで注ぐ。
170℃に温めたオーブンで、25～30分焼く。

南瓜
ベーコン
油
コンソメ　

　

………………………４００ｇ
……………………４枚

………………………大さじ２
……………小さじ1/2

水
塩・こしょう
パセリ

………………………大さじ３
…………………少々

………………………少々

材料　　　　　　　　　　　　　　（4人分）

南瓜
砂糖
卵
牛乳
バニラエッセンス

　

……………………200ｇ
………………………50ｇ

……………………………2個
……………………200ml

……………少々

〈カラメルソース〉
砂糖　
水　
熱湯（色止め用）

　

　
…………………………60ｇ

…………………………大さじ２
………大さじ1.5

材料　　　　　　　　　（ココット型４個分）

作り方

作り方

１人当たりの栄養量

エネルギー：260kcal　たんぱく質：8.8ｇ　脂質：7.2ｇ　塩分：0.3ｇ

１人当たりの栄養量

管理栄養士の
「おすすめレシピ」

南瓜とベーコンのソテー

南瓜プリン

4
5
6

2

3
4

カボチャ

http://www.ja-higashimino.or.jp/
ひがしみの産のおいしいレシピや食材、最新情報はこちら

JAひがしみの
ホームページ JAひがしみの 検 索
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エネルギー：231kcal　たんぱく質：4.5ｇ　脂質：14.1ｇ　塩分：0.5ｇ


